
近くて遠きは……インドネシア研究者が見たマレーシア語
　加納啓良（東京大学名誉教授）

　2011年６月28日付The　Daily　NNAの「マレーシア知
識探訪」の欄に、井口由布さんが「マレーシア語とインド
ネシア語」という題の一文を寄せておられる。マレーシア
語専攻の立場から２つの国語を比較されたものだが、それ
の続きのような話を書かせていただく。ただし私はマレー
シアよりもインドネシア地域研究の方が専門なので、立場
は井口さんとは逆になる。
　マレーシアを旅したり、マレーシア語の文献を読んでい
ると、インドネシア語にはない言葉や言い回しに出くわし
て面食らうことが少なくない。そういうときにメモしたマ
レーシア語とインドネシア語の私家版比較対照表が、この
10年ぐらいの間にずいぶんたまってすでに千数百語分ぐ
らいに達している。マレー語とインドネシア語の比較辞典
としては、例えばシンガポールで1991年に刊行された
Times Comparative Dictionary of Malay-Indonesian
Synonims (486 p.)がありその収録語数には及ばないが、個
人専用の単語帳としては十分実用になるところまで来た。
その対照表を眺めていると、マレーシア語とインドネシア
語の語彙の相違は、いくつかのタイプに類別されることに
気がつく。主なタイプを挙げてみよう。
　第１は、井口さんも指摘されたように、同じものを指す
のにマレーシアでは英語起源、インドネシアではオランダ
語起源の語を用いる場合である。例えば、「タオル」はマレ
ーシア語ではtowelがなまったtualaだが、インドネシア
語ではhanddoekが起源のhandukが使われる。暦の３月は、
マレーシアではMarchが起源のMacだが、インドネシアで
はMaartが起源のMaretである。
　第２は、同じものを指すのに違う単語を当てる場合だ。
例えば、「旅人」はマレーシア語ではpelancongだが、イン
ドネシア語では欧米語起源のturisかサンスクリット語起
源のwisatawanを用いる。「旅行代理店」はマレーシア語で
はagensi pelanconganだが、インドネシア語ではbiro
perjalanan（biroはbureauに由来）、「観光バス」はマレ
ーシアではbas persiaranだが、インドネシアではbus
pariwisataである。「非常口」はインドネシアではpintu
daruratだが、マレーシアではpintu kecemasanである。
困ったことにインドネシア語ではkecemasanは「不安、恐
怖」を意味する。そんな扉から逃げ出したら命が危ないと
いうことになる。「ネクタイ」はインドネシアではdasiだ
が、マレーシアではtali leherだ。これもインドネシア人
には首つりの紐のように聞こえるから始末が悪い。「一方通
行路」を意味するjalan sahalaは、インドネシア人には分
からない。サハラ砂漠にちなんで付けられた通りの名前と
誤解した、という笑い話がある。（インドネシア語では
jalan searahと言う。）
　第３は、もともと同じだった言葉の意味や用法が違って
しまった場合だ。タクシーの運転手に「Ｕターン」するよ
う頼むのにマレーシアではSila berpusingと言うだろう
が、インドネシアではTolong berputar balikと言わねば
ならない。berpusingには「ぐるぐる回るように頭が痛い」
という意味があるからだ。マレーシアでは人を「招待」す
るのにjemputと言うが、この語はインドネシアでは「迎え
に来る」という意味で使う。今夕あなたをjemputするとマ

レーシア人に言われたのでインドネシア人がホテルで待っ
ていたら一向に迎えに来なかった、マレーシア人のほうで
はせっかく招いたのに現れないのでがっかりした、という
のは、たぶん両国のいずれでもよく知られた笑い話である。
　なおマレーシア語では「毒」を意味するbisaをインドネ
シア語では「～できる」の意味で使うが、これはジャワ語
のisa（イソ）が語源と言われている。ジャワ語はマレー
語とは別の言語だが、ジャワからの出稼ぎ者の多いマレー
シアではジャワ語の看板を見かけることがある。写真はイ
ポーの町で見かけた薬屋だが、看板のSido Munculは「つ
いに登場」の意味のジャワ語で、ジャワ生薬（jamu）を扱
う店であることが一目瞭然だ。クアラルンプールのチョウ
キット通りにあるインドネシア料理店の屋号Sido Mampir
も、インドネシア語ではなく「立ち寄りました」を意味す
るジャワ語だ。
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